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ふるさと応援寄附金大幅増額
小学校トイレ改修費可決

ふるさと応援寄附金大幅増額ふるさと応援寄附金大幅増額
一般会計補正予算

補正後予算補正後予算

33億1100万円33億1100万円

議会費
6101万円（1.8％）

総務費
8億2829万円（25.0％）

民生費
7億5688万円（22.9％）

土木費
4億2192万円（12.7％）

消防費
1億4192万円（4.3％）

商工費
2285万円（0.7％）

衛生費
2億4550万円（7.4％）

農林水産業費
2億2304万円（6.7％）

教育費
3億5675万円（10.8％）

公債費
2億4472万円（7.4％）

予備費
814万円（0.2％）

※比率は、支出予算総額に
　占める割合です。

令和元年

定例会
第3回

補正前予算
29億7200万円
補正前予算

29億7200万円

議会費
5737万円（1.9％）

議会費
364万円（1.1％）

予備費
605万円
（1.8％）

総務費
6億3493万円
（21.4％）

民生費
7億5250万円
（25.3％）

衛生費
2億4184万円
（8.1％）

商工費
2285万円（0.8％）

土木費
4億2131万円
（14.2％）

消防費
1億4192万円
（4.8％）

教育費
2億9505万円
（9.9％）

公債費
1億7972万円
（6.0％）

予備費 209万円（0.1％）

農林水産業費
2億2243万円（7.5％）

総務費
1億9337万円
（57.0％）

民生費
439万円
（1.3％）

衛生費
366万円（1.1％）

農林水産業費
60万円
（0.2％）

土木費
60万円
（0.2％）

公債費
6500万円
（19.2％）

教育費
6170万円
（18.2％）

補正額内訳
3億3900万円
補正額内訳

3億3900万円

1億2000万円
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こ
の
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
歳

入
に
お
い
て
町
民
税
（
法
人
税
）
が
３
億
２

４
０
０
万
円
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
１
億

２
０
０
０
万
円
、
教
育
費
国
庫
補
助
金
１
３

０
０
万
円
、
町
債
（
教
育
・
福
祉
設
備
事
業

借
入
金
）３
６
０
０
万
円
の
他
、基
金（
貯
金
）

よ
り
繰
入
金
の
減
額
１
億
７
千
５
０
０
万
円

が
主
な
も
の
。

　
歳
出
に
お
い
て
総
務
費
で
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
返
礼
品
３
６
０
０
万
円
、
サ
イ
ト
委

託
料
１
６
０
０
万
円
、
教
育
費
で
は
小
学
校

大
規
模
改
修
事
業
交
付
金
の
内
示
を
受
け
、

６
１
０
０
万
円
、
公
債
費
で
は
借
入
金
の
繰

上
げ
返
済
に
６
５
０
０
万
円
が
主
な
も
の
。

　
特
に
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
で
は
、
昨

年
度
の
実
績
を
推
移
し
て
見
込
ん
で
あ
る
。

ま
た
、小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
の
補
助
金
や
借
入
金
を
財
源
と
し

て
、
子
ど
も
議
会
で
も
質
問
に
あ
が
り
、
子

ど
も
た
ち
の
切
実
な
要
望
に
よ
う
や
く
応
え

ら
れ
た
も
の
。
そ
の
他
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
係
る
補
正
予
算
等
審
議
を
し
て

賛
成
多
数
で
可
決
。

　
ま
た
、
主
な
条
例
の
改
正
は
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
関
連
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
つ
い
て
も
賛
成
多
数
で
可
決
。

　
人
事
案
件
で
は
、
固
定
資
産
評
価
委
員
に

雁
ヶ
地
の
黒
宮
重
生
氏
を
全
会
一
致
で
新
た

に
同
意
。
教
育
委
員
会
委
員
に
西
対
海
地
の

宮
崎
佐
和
氏
を
全
会
一
致
で
引
き
続
き
同

意
。
詳
細
は
議
会
概
要
を
ご
覧
下
さ
い
。

子
ど
も
議
会
で
の

質
問
叶
う
！

第
３
回
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
歳
入

•
町
民
税 

３
億
２
４
０
０
万
円

•
国
県
支
出
金 

１
７
８
６
万
円

•
繰
入
金 

△
１
億
７
５
０
４
万
円

•
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
） 

１
億
２
０
０
０
万
円

•
繰
越
金 

１
８
６
８
万
円

•
町
債 

３
６
０
０
万
円

主
な
歳
出

•
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
返
礼
品
経
費

 

３
６
０
０
万
円

•
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
サ
イ
ト
委
託
料

 

１
６
０
０
万
円

•
消
費
税
増
税
シ
ス
テ
ム
改
修 

１
４
０
万
円

•
こ
ど
も
園
・
無
償
化
関
連
経
費 

３
８
５
万
円

•
保
健
衛
生
費 

３
５
５
万
円

•
農
業
費　

ふ
れ
あ
い
農
園 

２
０
万
円

•
小
学
校
費　

ト
イ
レ
改
修 

６
１
０
０
万
円

　
こ
の
定
例
会
で
は
平
成
３０
年
度
の
一
般

会
計
を
始
め
と
し
た
、特
別
会
計
６
会
計
、

企
業
会
計
１
会
計
の
決
算
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
深
津
代
表
監
査
委
員
よ
り
決
算
審
査
報

告
を
頂
き
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
の
ち
、
本
会
議
に
て
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 平

成
３０
年
度

　
　

会
計
決
算
を
認
定
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委員６名の出席のもと教育民生常任委員会を開催いたしました。
主な内容を重点にご紹介します。

教育民生
常任委員会

項
目

関
係

質
疑

◆
保
険
料
の
見
込
額
が
減
額

に
な
っ
た
主
な
要
因
は
。

◆
前
年
度
繰
越
金
と
過
年
度
県
支
出
償
還

金
を
差
引
し
た
差
額
分
。

◆
不
納
欠
損
に
つ
い
て
。

•
徴
収
努
力
は
。

•
出
国
者
と
行
方
不
明
の
割

合
は
。

•
滞
納
分
の
徴
収
を
業
者
委

託
に
は
。

◆
臨
戸
訪
問
も
強
化
し
、
毎
月
末
に
行
っ

て
い
る
。
転
出
者
は
遠
方
で
行
け
な
い
事

が
多
い
。

•
割
合
は
、
転
出
・
行
方
不
明
２６
件
、
出

国
２
件
、
生
活
保
護
１
件
、
死
亡
１
件
。

•
税
金
は
県
の
回
収
機
構
へ
委
託
で
き
る

が
、
料
金
は
で
き
な
い
。

◆
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

で
、
特
別
徴
収
保
険
料
が
増

額
、
普
通
徴
収
保
険
料
が
減

額
と
な
っ
た
が
、
当
初
予
算

で
率
は
ど
の
よ
う
に
み
て
い

た
か
。

◆
当
初
予
算
で
は
特
別
徴
収
９０
％
、
普
通

徴
収
１０
％
で
あ
っ
た
。
本
算
定
に
よ
り
、

特
別
徴
収
９５
．８
％
、
普
通
徴
収
４
．２
％

と
な
り
、
被
保
険
者
が
当
初
の
２
０
３
４

人
か
ら
２
０
１
４
人
と
な
っ
た
た
め
減
額

補
正
し
た
。

◆
年
度
中
５
０
０
万
円
の
積

立
が
あ
り
、
年
度
末
に
は
５

１
０
０
万
円
の
基
金
残
高

に
。
平
成
３０
年
度
の
保
険
料

は
上
げ
ず
に
据
え
置
い
て
も

よ
か
っ
た
の
で
は
。

◆
介
護
保
険
制
度
の
場
合
、
介
護
保
険
計

画
に
よ
り
３
年
間
固
定
と
な
る
た
め
改
定

が
必
要
。

小学校費

トイレ改修

◆
ト
イ
レ
改
修
の
設
計
見
直

し
の
内
容
と
工
期
は
。

◆
平
成
２７
年
度
当
時
の
積
算
の
見
直
し
。

２
階
３
階
は
障
が
い
者
も
利
用
し
や
す
く

す
る
た
め
間
口
を
広
げ
、
和
式
ト
イ
レ
を

無
く
す
予
定
の
設
計
変
更
。

　

工
期
は
夏
休
み
を
換
算
し
て
６０
日
と
し

て
い
た
が
、
学
校
開
校
日
で
は
９０
〜
１
０

０
日
か
か
る
と
思
わ
れ
る
。
１１
月
発
注
を

目
指
し
て
設
計
変
更
し
て
い
る
。

保健衛生総務費

時間外勤務手当

◆
時
間
外
勤
務
手
当
の
詳
細

を
説
明
。

◆
働
き
方
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
。

◆
障
が
い
関
係
の
電
算
入
力
、
受
給
者
台

帳
整
備
、
２
次
審
査
の
チ
ェ
ッ
ク
作
業
の

電
算
入
力
の
増
に
よ
る
も
の
。

◆
平
日
３
時
間×

４
日
、
７
ヶ
月
分
を

予
定
。

答
弁

項
目

関
係

質
疑

国庫補助金

システム改修

◆
地
域
生
活
支
援
事
業
補
助

金
の
シ
ス
テ
ム
改
修
は
消
費

税
増
税
に
伴
う
も
の
か
。

◆
消
費
税
の
改
正
に
伴
い
、報
酬
の
改
定
、

処
遇
改
善
の
対
応
が
必
要
に
な
る
た
め
。

雑入

水道使用料

◆
火
葬
場
水
道
使
用
料
で
源

緑
地
区
か
ら
の
収
入
と
は
。
◆
火
葬
場
と
源
緑
輪
中
地
区
の
墓
地
に
は

水
道
が
一
つ
し
か
な
い
た
め
、
使
用
料
の

半
分
を
源
緑
地
区
よ
り
受
け
入
れ
て
い

る
。

備品購入費

◆
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
の
購

入
台
数
と
用
途
は
。

振
興
費
で
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス

は
機
器
だ
け
か
。

◆
購
入
は
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
を
１

台
。

　

パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
は
機
器
借
上
げ
料
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

国民健康保険

全般

介護保険

全般

答
弁

伊藤厚紀
委員

鎌田鷹介
副委員長

伊藤好博
委員長

伊藤律雄
委員

中川和子
委員

加藤眞人
委員

◆
支
給
月
は
。

◆
９
月
と
２
月
。
学
校
の
必
要
経
費
を
除

い
て
手
渡
し
で
支
給
。

準要保護児童
就学援助費

後期高齢者医療

全般

◆
普
通
徴
収
保
険
料
未
収
額

が
昨
年
よ
り
か
な
り
増
え
て

い
る
要
因
は
。

◆
年
金
で
特
別
徴
収
し
て
い
る
方
が
亡
く

な
る
と
す
ぐ
に
返
せ
な
い
た
め
、
そ
の
分

が
翌
年
に
繰
り
越
さ
れ
て
い
く
。

9月11日（水）
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委員６名の出席のもと総務建設常任委員会を開催いたしました。
主な内容を重点にご紹介します。

総務建設
常任委員会

農林水産業費

備品購入費

◆
ふ
れ
あ
い
農
園
の
耕
運
機

は
何
人
で
使
用
す
る
の
か
。
◆
農
園
利
用
者
１５
名
で
使
用
。

公債費

繰上げ償還

◆
繰
上
げ
償
還
で
き
る
案
件

は
。

◆
可
能
な
借
入
は
９
件
。
今
回
、
税
収
に

よ
る
財
源
確
保
が
で
き
た
た
め
、１
．５
％

を
超
え
る
高
利
率
の
２
件
に
つ
い
て
繰
上

げ
償
還
を
行
う
。

伊藤律雄
委員

服部芙二夫
委員長

伊藤厚紀
副委員長

鎌田鷹介
委員

加藤眞人
委員

三輪一雅
委員

項
目

関
係

質
疑

企画費

委託費

◆
当
初
予
算
よ
り
１
２
０
０

万
円
ほ
ど
減
額
と
な
っ
た
大

き
な
要
因
は
。

◆
新
た
な
拠
点
整
備
委
託
料
と
し
て
計
画

策
定
委
託
料
１
１
８
８
万
円
計
上
し
て
い

た
が
、
構
想
業
務
ま
で
で
２
５
０
万
円
で

落
札
さ
れ
た
。

　

実
施
設
計
ま
で
と
考
え
て
い
た
が
、
基

本
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
方
針
を
変
え
た

こ
と
が
要
因
と
思
わ
れ
る
。

答
弁

項
目

関
係

質
疑

地方創生事業

◆
地
方
創
生
事
業

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
育
成

事
業
」
の
成
果
に
つ
い
て
。

◆
地
方
創
生
事
業
と
し
て
平
成
３０
年
度
は

２
年
目
。住
民
主
体
で
行
う
も
の
で
あ
り
、

行
政
は
こ
の
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。

　

わ
い
わ
い
市
場
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
チ
ラ

シ
等
に
よ
り
来
場
者
の
約
４
割
が
町
外
の

方
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
外
部
へ
の
発
信

と
い
う
点
で
は
効
果
が
出
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

答
弁

総務費

◆
返
礼
品
は
何
社
で
対
応
し

て
い
る
か
。

◆
９
社
。
町
内
の
企
業
、
農
家
、
商
店
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
８
月
末
で

は
４
５
０
０
万
円
の
実
績
で
８５
％
が
木
曽

三
川
う
な
ぎ
。

　

新
た
に
２
件
の
メ
ロ
ン
農
家
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ふるさと応援
寄附金不納欠損

町税

◆
内
訳
や
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
経
緯
は
。

◆
内
訳
は
、
個
人
住
民
税
で
は
８
件
の
内

３
人
が
外
国
人
。
不
納
欠
損
は
地
方
税
法

に
基
づ
き
所
在
の
確
認
、
財
産
の
確
認
を

随
時
行
っ
て
い
る
が
、
債
権
の
５
年
の
時

効
が
き
て
し
ま
う
も
の
が
あ
る
た
め
。

企画費

◆
方
針
変
更
前
ま
で
は
何
か

の
形
で
作
り
た
い
と
考
え
て

い
た
の
か
。

◆
具
体
的
な
業
者
は
あ
っ
た

の
か
。

◆
平
成
３０
年
度
の
段
階
で
拠
点
施
設
の
建

設
ま
で
い
き
た
か
っ
た
。
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
な
が
ら
と
い
う
こ
と
か
ら
、
実

施
設
計
を
３０
年
度
に
、
発
注
を
令
和
元
年

度
と
い
う
の
が
当
初
計
画
で
あ
っ
た
。

◆
具
体
的
に
手
を
挙
げ
て
い
る
事
業
運
営

者
は
な
い
。

委託費

農地費

地籍調査

◆
地
籍
調
査
を
全
地
区
で
行

う
考
え
は
。

◆
最
終
的
に
は
木
曽
岬
町
全
地
区
で
行
う

予
定
。

水道事業

全般

◆
営
業
収
益
、
給
水
収
益
が

昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
。
人

口
は
減
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ

か
。

◆
一
般
家
庭
で
は
な
く
、
既
存
の
企
業
の

も
の
。
た
だ
、
毎
年
増
え
る
か
は
不
明
。

◆
条
例
の
誤
り
は
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
状
態
で
。

◆
前
回
平
成
２９
年
の
改
正
で
、
公
平
委
員

会
事
務
局
２
名
を
削
除
し
た
が
、
合
計
人

数
の
修
正
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
。

木曽岬町職員
定数条例

9月13日（金）
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一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が

聞
き
た
い

４
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

7●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

●
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る

　

総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

１
番
議
席  

鎌
田
鷹
介 

議
員

ペ
ー
ジ
数

8●
表
現
の
自
由
に
つ
い
て

●
旧
南
部
幼
稚
園
保
育
園
の
施
設
改
修
に
つ
い
て

８
番
議
席  

中
川
和
子 

議
員

ペ
ー
ジ
数

9●
拠
点
整
備
事
業
基
本
構
想
に
つ
い
て

２
番
議
席  

伊
藤
厚
紀 

議
員

ペ
ー
ジ
数

10●
農
業
対
策
に
つ
い
て

３
番
議
席  

加
藤
眞
人 

議
員

Q&AQ&A

　
こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、
質
問
議
員
本
人
が
作
成

し
た
原
稿
を
議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
（
約
一
〇
〇
〇
文
字
）

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
質
問
の
全
文
は
木
曽
岬
町
議
会
会

議
録
（
議
会
図
書
室
に
て
公
表
）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
と
は
関
係
な
く
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て

町
長
等
の
考
え
方
や
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

　
　
　
「
運
動
部
活
動
の
在
り

　
　
　

方
に
関
す
る
総
合
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
平
成
３０
年

３
月
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
部
活
動

の
休
養
日
を
今
ま
で
以
上
に
設

け
る
こ
と
や
、
外
部
指
導
員
、

新
た
に
制
度
化
さ
れ
た
部
活
動

指
導
員
を
部
活
動
に
採
用
す
る

こ
と
で
、
教
員
の
部
活
動
に
よ

る
負
担
を
減
ら
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

外
部
指
導
員
を
導
入
す
る
こ

と
は
、
生
徒
に
と
っ
て
質
の
高

い
部
活
動
を
展
開
す
る
機
会
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

地
域
の
優
れ
た
人
材
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
地
域
に
密
着
し
た

学
校
部
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
積
極
的
に
採
用
し
、
生
徒

の
部
活
動
の
選
択
肢
を
増
や
し

て
は
ど
う
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
平
成
２７
年
度
よ

り
、
県
の
「
運
動
部
活
動
指
導

の
工
夫
・
改
善
支
援
事
業
」
を

受
け
な
が
ら
、
積
極
的
に
外
部

指
導
員
を
活
用
し
、
指
導
方
法

や
指
導
体
制
の
改
善
を
図
っ
て

き
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
専
門
的
な
技
術
指
導
を
仰
ぐ

こ
と
で
、
競
技
力
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
、
生
徒
が
主
体
的
に
運

動
部
活
動
に
臨
む
姿
が
多
く
見

ら
れ
る
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
教
員
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
外

部
指
導
員
の
役
割
は
、
学
校
の

方
針
に
沿
っ
て
技
術
指
導
の
一

翼
を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
運

動
部
活
動
中
の
怪
我
や
事
故
に

備
え
ま
し
て
、
教
員
顧
問
と
の

連
携
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
の
生
徒
数
の
減
少
は
、

教
員
の
定
数
に
も
影
響
し
て
く

る
こ
と
で
す
の
で
、
選
択
肢
を

増
や
す
こ
と
よ
り
も
、
設
置
す

る
運
動
部
活
動
数
の
適
正
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
現
状
の
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
生
徒
が
運
動
部
活

動
を
行
う
機
会
が
失
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
複
数
の
学

校
に
よ
る
合
同
チ
ー
ム
の
積
極

的
な
活
用
や
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
の
在

り
方
を
研
究
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

当
町
の
定
め
た
方
針
に

　
　
　

つ
い
て
、生
徒
、保
護
者
、

顧
問
の
声
は
ど
う
な
の
か
。

　
木
曽
岬
町
部
活
動
運
営
方
針

で
は
、
部
活
動
の
意
義
、
本
町

が
目
指
す
部
活
動
の
姿
、
策
定

の
趣
旨
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
や
教
員
の
生
活
の

負
担
に
も
配
慮
し
た
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
に
ご
批
判
の
声
は
い
た
だ
い

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
概
ね
好
意
的
に
捉
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質問

鎌田鷹介議員1番議席

※

他
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
」

　

も
質
問
し
て
い
ま
す
。

答弁

山
北
教
育
長

再答弁

山
北
教
育
長

再質問

部活動の管理体制どうなって
いる

ガイドラインに沿って徹底して
います 教育長

部活動の様子
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８
月
、
あ
い
ち
ト
リ
エ

　
　
　

ン
ナ
ー
レ
展
の
企
画
の

一
つ
「
表
現
の
不
自
由
展
・
そ

の
後
」
が
、
開
始
後
わ
ず
か
３

日
で
開
催
中
止
に
な
り
、
日
本

で
の
表
現
の
自
由
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。

　

昨
年
当
町
で
の
原
爆
パ
ネ
ル

展
示
に
合
わ
せ
た
紙
芝
居
「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」
上
演
に
関
し
て
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
内
容
を

見
て
判
断
し
、
不
許
可
と
さ
れ

た
。
が
、
こ
の
事
は
憲
法
第
２１

条
第
２
項
で
禁
じ
て
い
る
検
閲

に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
。

　

専
門
家（
弁
護
士
）に
確
認
し
、

紙
芝
居
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
は

各
所
で
上
演
さ
れ
、
書
籍
も
販

売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
検
閲
に

は
当
た
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

　
　
　

上
演
に
関
し
て
町
長
決

　
　
　

裁
ま
で
い
っ
た
と
い
う

事
だ
が
な
ぜ
か
。
教
育
委
員
会

は
行
政
か
ら
独
立
し
て
い
る
機

関
で
は
な
い
の
か
。

　

教
育
委
員
会
で
決
定
し
て
い

る
が
、
公
共
施
設
で
の
こ
と
の

判
断
を
町
長
に
報
告
し
た
。

　
　
　

図
書
館
で
や
る
も
の
に

　
　
　

関
し
て
は
、
管
理
者
が

決
め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
内

規
に
あ
る
の
か
。

　

町
立
図
書
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
第
７
条
入
館

　
　
　
　
　

の
制
限
の
６
号
に
、

　
　
　
　
　

そ
の
他
管
理
上
必

　
　
　
　
　

要
が
あ
る
と
認
め

　
　
　
　
　

ら
れ
る
も
の
に
つ

　
　
　
　
　

い
て
は
館
長
が
判

　
　
　
　
　

断
す
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

漫
画
は
良

　
　
　
　
　
　
　
　

く
て
、
紙

　
　
　
　
　

芝
居
は
だ
め
と
い

　
　
　
　
　

う
の
は
納
得
で
き

　
　
　
　
　

な
い
。
紙
芝
居
演

　
　
　
　
　

者
の
表
現
の
自
由
、

　
　
　
　
　

紙
芝
居
を
観
る
、

観
な
い
の
自
由
は
保
障
さ
れ
な

い
の
か
。

　

自
由
は
十
分
に
保
障
し
つ
つ

も
、
今
後
も
子
ど
も
目
線
で
見

た
時
に
、
紙
芝
居
の
作
品
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
の
判

断
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
「
子
ど
も
の
権
利
条
約

　
　
　

第
１３
条
で
は
、
子
ど
も

に
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
権

利
と
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
情
報
及

び
考
え
を
求
め
、
受
け
及
び
伝

え
る
自
由
を
保
障
し
て
い
る
。

　

第
２
項
で
こ
の
保
障
が
除
外

さ
れ
る
の
は
法
律
の
定
め
、
か

つ
、
次
の
目
的
に
必
要
と
さ
れ

る
も
の
に
限
る
と
し
、
他
者
の

権
利
又
は
信
用
の
尊
重
、
国
、

安
全
、
公
の
秩
序
又
は
公
衆
の

健
康
、
も
し
く
は
道
徳
の
保
護

と
し
て
い
る
。
本
件
が
こ
の
除

外
要
件
に
該
当
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　

権
利
条
約
第
３
条
に
、
こ
ど

も
に
と
っ
て
最
も
良
い
こ
と
を

大
人
は
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

紙
芝
居
を
見
る
方
も
い
れ
ば
、

見
た
く
な
い
子
ど
も
も
中
に
は

い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い

う
子
ど
も
た
ち
を
い
か
に
私
た

ち
が
守
っ
て
や
る
か
が
大
人
の

責
任
で
あ
る
と
考
え
る
。

中川和子議員8番議席

再質問

再質問

再質問

再質問

※

他
に
「
旧
南
部
幼
稚
園
保
育

　

園
の
施
設
改
修
に
つ
い
て
」も

　

質
問
し
て
い
ま
す
。

質問

漫画は〇、紙芝居は×―とは
子ども目線で判断 教育長

マル バツ

答弁

伊
藤
教
育
課
長

再答弁

伊
藤
教
育
課
長

再答弁

伊
藤
教
育
課
長

再答弁

伊
藤
教
育
課
長

紙芝居の上演風景

再答弁

山
北
教
育
長
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近
年
、
農
業
を
取
り
巻

　
　
　

く
現
状
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
本
町
に
お
い
て

も
同
様
で
あ
り
ま
す
。
農
家
の

高
齢
化
、
後
継
者
の
減
少
、
本

町
の
農
家
数
も
３
０
０
戸
を
割

っ
て
い
ま
す
。
町
内
に
お
い
て

は
、
施
設
園
芸
農
家
と
、
稲
作

を
中
心
と
し
た
兼
業
農
家
に
二

極
化
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。

　

施
設
園
芸
を
営
む
農
家
の
一

部
で
は
、
後
継
者
も
育
っ
て
い

る
反
面
、
高
齢
に
よ
り
廃
業
さ

れ
る
農
家
も
あ
り
ま
す
。

　

稲
作
農
家
に
お
い
て
は
、
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
、

水
田
管
理
が
出
来
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
現
在
で
は
、
農
用

地
利
用
集
積
制
度
、
農
地
中
間

管
理
機
構
に
委
託
さ
れ
る
農
家

が
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
農
地
の

保
全
は
出
来
ま
す
が
、
収
入
自

体
の
確
保
は
出
来
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
、
こ
の
様
な
現
状
を

見
て
、
後
継
者
が
育
つ
と
思
わ

れ
な
い
が
。

　
　
　
農
業
の
高
齢
化
や
後
継

　
　
　
者
不
足
、
更
に
は
地
域

の
混
住
化
な
ど
集
落
機
能
の
低

下
、
農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能

の
低
下
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

に
つ
な
が
り
、
農
地
維
持
に
支

障
を
生
じ
る
こ
と
に
も
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
後
継
者
不
足
、
高
齢
化
に
対

す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
営
農
戦
略
と
し
て
若
い
後
継

者
を
中
心
と
し
て
、
産
地
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
計
画
に
基
づ
き
、
効

率
的
な
生
産
体
制
の
強
化
、
栽

培
技
術
の
向
上
、
新
技
術
の
導

入
な
ど
新
た
な
取
組
み
等
、
国

の
制
度
改
革
の
動
向
を
踏
ま
え

て
、
農
業
経
営
を
支
援
し
た
い
。

一
方
、
兼
業
農
家
で
多
い
水
稲

に
つ
い
て
は
、
農
地
集
積
制
度

や
農
地
中
間
管
理
制
度
を
活
用

し
た
、
農
地
の
集
積
集
約
化
を

推
進
し
、
農
地
の
効
率
化
や
高

度
化
の
促
進
、
生
産
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
農
家
の
所
得
向
上
が
課
題
で

あ
る
が
、
農
地
転
用
、
有
効
利

用
に
対
す
る
考
え
は
、
農
業
生

産
の
基
盤
で
あ
る
農
地
は
多
面

的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、
地

　
　
　
　
　
　
域
の
貴
重
な
資

　
　
　
　
　
　
源
で
あ
り
、
農

　
　
　
　
　
　
地
が
無
秩
序
に

　
　
　
　
　
　
潰
さ
れ
て
、
他

　
　
　
　
　
　
の
用
途
に
供
さ

　
　
　
　
　
　
れ
る
こ
と
の
な

　
　
　
　
　
　
い
よ
う
に
適
正

　
　
　
　
　
　
な
土
地
利
用
を

　
　
　
　
　
　
図
り
、
優
良
農

　
　
　
　
　
　
地
を
確
保
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
生
産
力
を
維
持

　
　
　
　
　
　
し
、
農
業
経
営

　
　
　
　
　
　
の
向
上
や
食
料

　
　
　
　
　
　
の
安
定
供
給
、

　
　
　
　
　
　
美
し
い
農
村
景

観
を
保
全
し
、
後
世
に
継
承
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
地
権
者
、
農
家
の
意

向
が
最
優
先
で
す
の
で
、
意
向

を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
は
行
政
の
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
土
地
改
良
区
、
農

業
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

も
連
携
し
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、農
家
の
皆
さ
ん
、地
域
、

集
落
の
皆
さ
ん
と
意
思
の
共
有

を
し
な
が
ら
、
意
向
を
し
っ
か

り
と
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

加藤眞人議員3番議席

答弁

トマト施設

質問

今後の農業どうする
産地パワー計画に基づき
支援する 町長
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令
和
元
年  

第
３
回
定
例
会

（要　旨）

加藤　隆 町長加藤　隆 町長

　

今
年
は
伊
勢
湾
台
風
か
ら
６０

年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、
空
前

の
大
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ

る
事
な
く
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ

と
尊
い
教
訓
を
伝
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
と
の
思
い

か
ら
、
三
重
県
に
広
域
で
連
携

を
取
っ
た
防
災
訓
練
の
開
催
を

要
望
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

防
災
の
日
で
あ
る
９
月
１
日

に
、
三
重
県
及
び
桑
員
２
市
２

町
が
合
同
で
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
訓
練
で
は
、
ス
ー

パ
ー
伊
勢
湾
台
風
を
想
定
し
、

避
難
困
難
者
の
方
々
の
い
な
べ

市
へ
の
広
域
避
難
訓
練
、
ま
た
、

避
難
時
期
を
逸
し
孤
立
し
た
住

民
の
救
出
活
動
を
行
う
な
ど
、

市
町
域
を
超
え
た
広
域
避
難
に

お
け
る
行
動
や
課
題
な
ど
の
検

証
と
、
防
災
意
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し

た
。

　

大
き
な
災
害
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
重
要
性

な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

が
連
携
を
取
っ
て
、
安
全
で
迅

速
か
つ
的
確
な
避
難
行
動
を
は

じ
め
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
で
、
安
全
・
安
心
の
町
の
基

盤
を
し
っ
か
り
と
築
い
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
２
日
、
桑
名
広
域
清
掃

事
業
組
合
可
燃
ご
み
処
理
施
設

の
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
桑
名
市
、
東
員

町
、
木
曽
岬
町
を
枠
組
み
と
し

て
新
た
に
建
設
を
進
め
て
い
る

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
で
、
焼

却
炉
を
２
基
備
え
、
１
日
に
１

７
４
ｔ
の
ご
み
を
処
理
で
き
る

能
力
が
あ
り
ま
す
。
９
月
１６
日

か
ら
、
可
燃
ご
み
全
量
を
搬
入

し
焼
却
が
開
始
さ
れ
、
翌
９
月

１７
日
を
も
っ
て
、
三
重
ご
み
固

形
燃
料
発
電
所
へ
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ

（
ご
み
固
形
燃
料
）
の
製
造
・

搬
出
が
終
了
し
ま
し
た
。
約
３

ヶ
月
半
の
試
験
運
転
期
間
を
経

て
、
来
年
１
月
か
ら
の
本
格
稼

働
と
な
る
予
定
で
す
。

　

現
地
見
学
会
も
行
わ
れ
て
お

り
、
７
月
に
は
区
長
会
の
皆
様

方
に
も
建
設
中
の
施
設
を
視
察

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

完
成
後
も
、
多
く
の
皆
様
方

に
施
設
見
学
を
し
て
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
る
な
ど
、
今
後
も

町
の
ご
み
処
理
問
題
に
対
し
ご

理
解
と
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
２
月
の
申
込
開
始
以
来
、

こ
れ
ま
で
に
１４
社
か
ら
申
し
込

み
を
受
け
て
お
り
、
４
社
へ
の

分
譲
が
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
４
社
の
内
訳
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
３
月
に
誘
致
を
決
定

し
た
「
株
式
会
社
ワ
ー
ド
」
を

含
む
、
愛
知
県
の
製
造
業
者
が

２
社
、
弥
富
市
内
の
建
設
業
者

が
１
社
と
、
東
京
都
に
本
社
を

持
ち
弥
富
市
内
で
も
操
業
さ
れ

て
い
る
物
流
業
者
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｒ

株
式
会
社
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
社
は
、
分
譲
面
積
６
．１
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、計
画
で
は
鉄
筋
・

鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
４
階

建
て
、
延
べ
床
面
積
は
１
２
８
，

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

大
規
模
な
物
流
倉
庫
で
あ
り
ま

す
。

　

分
譲
を
決
定
し
た
４
社
と
は
、

今
後
、
順
次
立
地
協
定
を
締
結

す
る
予
定
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

第
一
期
分
譲
地
１２
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
内
、
残
る
約
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
用
地
に
つ
い
て
は
、
三
重

県
と
共
に
申
し
込
み
企
業
と
の

協
議
を
行
い
、
更
な
る
誘
致
決

定
を
目
指
し
、
町
の
雇
用
拡
大

と
財
政
の
安
定
化
に
繋
が
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
第
二
期
分
譲
に
向

け
た
分
譲
要
件
等
に
つ
い
て
も

現
在
三
重
県
と
調
整
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
早
期
に
分
譲
開
始

を
行
え
る
様
、
努
め
て
参
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
申
し
上
げ
て
、

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
に
あ

た
っ
て
の
行
政
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
可
燃
ご
み

処
理
施
設

伊
勢
湾
台
風
６０
年

防
災
訓
練
及
び

木
曽
岬
町
防
災
訓
練

木
曽
岬
干
拓
地

工
業
用
地
の
分
譲
状
況
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議会日誌

17～19日
　　●決算監査（監査委員）
25日●議会全員協議会
　　●桑名広域清掃事業組合出納検査（議長）
　　●桑名・員弁広域連合出納検査（副議長）
31日●三重県町村議会議長会定期総会、自治研修会
　　　（議長）

２日●木曽岬町体育協会臨時理事会（議長）
３日●源流の里　木祖村交流会
５日●桑名・員弁広域連合第２回定例会(副議長)
　　●桑名広域清掃事業組合第２回定例会（議長）
９日●例月出納検査・財政健全化審査（監査委員）
15日●戦没者慰霊祭
27日●防犯委員会（防犯委員）
27～28日
　　●三重県町村議会議長会県外研修（議長）
29日●三重町村議会と県部長との意見交換会（議長）
30日●議会運営委員会（運営委員）

１日●伊勢湾台風60年　防災訓練（講演会）
２日●新ごみ処理施設　火入れ式（議長）
５日●第３回　定例会　開会日・議案説明会

2019 月7

2019 月8

2019 月9

2019 月9

2019 月10

６日●議案説明会
７日●木曽岬町敬老会
10日●例月出納検査（監査委員）
11日●教育民生常任委員会
13日●総務建設常任委員会
18日●第３回　定例会　一般質問日
19日●木曽岬中学校フェスティバル（体育的行事）
20日●第３回　定例会　閉会日
　　●議員懇談会
21日●伊勢湾台風60年の集い・みえ（議長）
25日●桑名広域清掃事業組合出納検査（議長）
26日●伊勢湾台風慰霊祭
　　●こころの灯９・２６
28日●木曽岬小学校運動会

１日●議会広報研修会（広報常任委員）
２日●木曽岬中学校フェスティバル（文化的行事）
　　●自治体議員研修
５日●こども園運動会
10日●例月出納検査（監査委員）
11日●議会広報常任委員会
13日●秋季例祭
17日●議会広報常任委員会
18日●北勢５町議会議員研修会

みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問に
思うこと。また、要望など、どのような内容でも結
構です。ご意見、ご質問をお寄せください。

提 出 先
議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp
TEL68-6108　FAX66-3111

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。
　皆様の生活に直結した重要な問題が審議されます。お気軽にお越し
ください。
　本会議の当日、議会場入口で傍聴の受付をしています。受付は、ご住所
とお名前を記入していただくだけです。

次回、12月定例会、本会議の予定です。

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですがホームペー
ジまたは議会事務局までお問合わせいただきますようお願いいたします。
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議 員ト ピ ツ ク ス

　7月31日（水）三重県町村議会議長会第71回定期
総会において、議会議長として5年以上在職し多年
にわたり職務を尽くし地方自治の発展に貢献いただ
きました、伊藤　好博議員に自治功労者の表彰並び
に記念品が三重県町村議会議長より届けられ、この
伝達式が議場にて行なわれました。

伊藤好博議員表彰

伊藤議長より表彰を受ける伊藤好博議員

　10月18日（金）朝日町議会主催で北勢5町議会研
修会（木曽岬町、東員町、朝日町、川越町、菰野町）
が行われました。
　アナウンサーの笠井信輔さんの「東日本大震災と
男女共同参画」のテーマで基調講演があり、その後、
各町議員間での懇談を行い、課題や現状について熱
心な議論を交わし、有意義な研修会でした。

５町議員集う

笑いあり涙ありの講演会

　9月20日（金）第3回定例会後行政視察
として木曽川鍋田上水門工事を視察しまし
た。
　この工事は高潮堤防補強工事に伴い、既
設水門を撤去して嵩上げされた堤防に合わ
せて堤防と水門を造る工事です。今回は鍋
田上水門機械設備と新設水門の構造物が完
成したことによる視察です。
　当日は、木曽川下流河川事務所弥富出張
所長より現在の進捗状況を聞き、構造物の
見学、水門設備（扉体）や開閉門機械装置、
制御操作盤を見学しました。

水門工事視察

完成した水門 機械室からの木曽川
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議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

　

令
和
元
年
第
３
回
木
曽
岬
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
２０
日
ま
で
の

会
期
１６
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
は
教
育
民
生
常
任
委
員
会
が
９
月

１１
日
、
総
務
建
設
常
任
委
員
会
が
９
月
１３
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
に
は
、
令
和
元
年
度
の
各
会
計
の
補
正
予
算
及
び
条
例
の
制
定
、

平
成
３０
年
度
各
会
計
の
決
算
並
び
に
請
願
や
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
可

決
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

9月 5日
　　（開　会　日）
9月18日
　　（一般質問日）
9月20日
　　（閉　会　日）

令
和
元
年

第
３
回

議
事
内
容

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
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議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
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議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

　
定
例
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
３
回
定
例
会

を
傍
聴
さ
れ
た
方
は
５
名
で
し
た
。

　
毎
回
、
定
例
会
で
は
傍
聴
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
議
会
運
営
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
委
員
会
報
告
は
最
終
日　

採
決
の
前
に
行
な
う
の
で
は
。

※
常
任
委
員
会
は
一
つ
に
す
べ
き
。

※

委
員
会
報
告
の
後
に
議
案
質
疑
は
い
か
が
か
。

※

Ｈ
Ｐ
に
議
会
情
報
を
詳
細
に
。

※

傍
聴
席
で
は
聞
き
取
り
に
く
い
事
が
多
い
。（
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
。）

議
会
を
傍
聴
し
て
の
感
想

傍
聴
者

声
の
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編
　 

後
記

集
　

元
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の
村

尾
信
尚
氏
の
講
演
を
き
い
た
。

　

１２
年
前
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ

ー
時
代
、
政
治
に
関
す
る
「
こ
と

ば
」
を
い
か
に
や
さ
し
く
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
か
に
心
を
く
だ
い

て
い
た
と
の
こ
と
。

　

ま
さ
に
同
じ
こ
と
が
議
会
だ
よ

り
づ
く
り
に
も
言
え
る
訳
だ
が
、

こ
れ
が
な
か
な
か
に
む
ず
か
し

い
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
議
会
だ
よ
り
第

１
０
１
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
３０

年
度
決
算
、
消
費
増
税
に
関
す
る

条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読

い
た
だ
き
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄

せ
下
さ
い
。
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会
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会
一
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　第３回定例会議案等の審議結果です。賛否の分かれた議案のみを表示しており、他の議案は全て全会
一致で賛成とされています。
　○は賛成、×は反対、欠は欠席、退は退席を表示しています。

※議長は裁決に加わりません。ただし、可否同数の場合は議長採決となります。

各議員の賛否

　紙面の都合で討論の詳細内容の記載を割愛いたしておりますが、反対討論並びに賛成討論の内容は、木曽岬町議会会議録
（福祉・教育センター２階、議会図書室にて公表）でご覧いただけます。

審議
結果

伊 藤
好 博

中 川
和 子

伊 藤
律 雄

三 輪
一 雅

服 部
芙二夫

加 藤
眞 人

伊 藤
厚 紀

鎌 田
鷹 介

議案
番号 議案名

議員名
第3回定例会審議結果

議案
第35号

原案
可決

令和元年度三重県桑名郡木曽岬町一
般会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

議案
第43号

原案
可決

木曽岬町立認定こども園条例の一部
を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

議案
第45号

原案
可決

平成30年度三重県桑名郡木曽岬町
一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

議案
第36号

原案
可決

令和元年度三重県桑名郡木曽岬町国
民健康保険特別会計補正予算（第１
号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

議案
第42号

原案
可決

木曽岬町印鑑の登録及び証明に関す
る条例の一部を改正する条例の制定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

議案
第46号

原案
可決

平成30年度三重県桑名郡木曽岬町
国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

議案
第47号

原案
可決

平成30年度三重県桑名郡木曽岬町
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

議案
第48号

原案
可決

平成30年度三重県桑名郡木曽岬町
介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

議案
第51号

原案
可決

平成30年度三重県桑名郡木曽岬町
公共下水道事業特別会計歳入歳出決
算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

発議
第７号

原案
可決

子どもの貧困対策の推進と就学・修
学支援に関わる制度の拡充を求める
意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

議案
第52号

原案
可決

平成30年度三重県桑名郡木曽岬町
水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

発議
第６号

原案
可決

教職員定数改善計画の策定・実施と
教育予算拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×

議案
第44号

原案
可決

木曽岬町特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○─ ×
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木曽岬町議会だより 18木曽岬町は、地球温暖化対策の一環として『緑化の推進』に取り組みます。
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国道23号―県道バイパス交差点工事詳細

き
そ
さ
き

の

工事状況（上空から） 現在の状況（側道から）

町道雁ヶ地福崎線とつながる県道バイパス

町道雁ヶ地福崎線

県道バイパス

※上空からの写真は
　6月時点で、現在
　は盛土まで完成。

位置図 町内を結び木曽岬干拓地との交通の要となるバイパス

県道バイパス
町道雁ヶ地福崎線


